
不意に目のまえに降 り立ったことば。その影にある思考のゆたかな街得いの痕跡。

ことばの「かぼそい水の流れ」を手がか りに、私たちの日々の思念 と行動は紡が

れてゆ く。たちはだかる壁に批判の穴を穿つ叛乱の小さな撃の音がきこえて くる。

今福龍太『ジェロニモたちの方舟』 (岩波書店刊)を霊感源 として紡ぎだされ、偶然

と即興を頼 りにそれぞれの場所へと自在に伸びていった、六つの景色 と物語……

ス トーリーテラー

叛史から□真島一郎 (人類学 )

アメリカから□水島英己 (詩人 )

世界から□中山智香子 (社会思想史)

カリブ海から□中村隆之 (カ リブ海文学)

原子から□竹田信平 (ア ーティス ト) 呪言から□新井高子 (詩人 )

*

ジェロニモの遺言□今福龍太 (批評家 )

出演者が語り部として次々と登場し、『ジェロニモたちの方舟』に触発された物語を語ります。

最後に著者がそれらに音楽とチャントで応答します。

未知の形式による (こ とばのキヤンプフアイア)に どうぞご参集ください :

2015年 8月 7日 (金)17:30～ 20:00[開場1■0劇

馬 喰 町 ART+EA丁

【参加費 ¥2′000(1ド リンク+特別冊子付き)

定員 50名。予約制。申込は 03-64138049

または info@a rt― eat.comへ】

http / / www.ort-eot. com/

―
―
賄
論

馬喰町ART+EAT

東京都千代田区東神田 1211ア ガタ竹澤ビル 202号  [当 日はギヤラリーにて飯野和好原画展開催中 ]



真島一郎 lchiro Maima

社会人類学者。西アフリカ民族誌学

専攻。コー トディヴォワールで調査

研究。編著に『誰が世界を翻訳する

のか一一アジア・アフリカの未来か

ら』 (人文書院)『20世紀 (ア フリカ〉

の個体形成』 (平凡社)等。近年はセ

ネガル庶民の言葉 「ニョン・フアル !

(仲間じゃないか !)」 に秘められた

力の奥行きについて想いをめぐらす。

中山智香子 Chikako Nakayama

経済史家、社会思想史家。ウィーン

大学にて経済学を修める。著書に『経

済戦争の理論―一大戦間期ウィーン

とゲーム理論』 (勁草書房)『経済ジェ

ノサイ ド』 (平凡社新書)等。世界を

席巻する新自由主義経済の万能の神

話を批判 し、前にただ進むのではな

く、変だと思ったら立ちどまる 「デ

クノボー」的な生き方を、311以後

の社会倫理の指針として掲げている。

水島英己 Hidemi Mizushima

詩人。奄美、徳之島生まれ。詩集に『今

帰仁で泣く』『染府』 F/1ヽ さなものの

眠り』 (思潮社)。 この時計が/古 く

て新しい時を刻みはじめる/それよ

りも重要なことはない/ぼくは時と

握手する/セ ント・オーガスティン

が顔をそむける/その違和のなかを

歩くしかない…。
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世
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を
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今福龍太 Ryuta lmafuku

文化人類学者・批評家。メキシコ、キュー

バ、ブラジル、アメリカ南西部、奄美

群島などに沈潜 しつつ混合体と群島の

エシックスを探究。著書に『群島―世

界論』『ミニマ・グラシア』『薄墨色の

文法』 (岩波書店)等。近刊に『わたし

たちは難破者である』 (河出書房新社)。

中村隆之 Takayuki Nakamura

カリブ海フランス語文学専攻。著書に

『カリブ 世̈界論』 (人文書院)、 訳書

にエ ドゥアール・グリッサン『フォー

クナー、ミシシッピ』(イ ンスクリフト)

」MGル ・クレジオ『氷山へ』(水声社)

等。マルティニックの詩人・思想家グ

リッサンの群島ヴィジョンの可能性を

現代日本社会の政治 。文化的窮地に向

けて媒介する新進気鋭の研究者。

新井高子 Takako Arai

詩人。詩集に『タマシイ・ダンス』『ベッ

トと織機』 (未知谷)。 詩と批評の雑誌

『ミて』編集人。言葉の肉体性、音響

的な遊戯性、共同体的違和性を諷刺の

効いた異語に乗せ、現代社会の説話を

追求する。腹のなかで飼うことにする

ヨ/砕いて、/噛みしめた苦虫だから、

/飲み込ンじまオ/やがて蛾を吐き出

そうとは 思わナイ/蝶になって飛ぼ

うとも…。

竹田信平 Shinpei Takeda

アーティス ト・映像作家。メキシコ・

ティファナとドイツ・デュッセル ドル

フを拠点に制作。南北アメリカ在住の

被爆者の証言を収集 し、それを素材と

して映像やインスタレーション作品を

手がけている。著書に『α崩壊』 (現

代書館)。 本年 8月 に長崎県美術館に

て個展「アンチ・モニュメント」を開催。
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